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編集後記 　本号では，2012年7月に国立社会保障・人口問題研究所が実施した「生活と支え合いに関

する調査」に基づく分析結果をもとに，特集を構成させて頂きました。本調査は2007年に実

施した「社会保障実態調査」の後続調査となっておりますが，今回の調査では調査対象者を

拡大すると同時に，社会的ネットワークや社会的サポートの状況を新たに調査項目として追

加しております。今後の社会保障制度を考える上で，自助・公助・共助のバランスが重要な

視点の一つとされておりますが，本特集号で掲載した論文を含め，本調査がわが国の実態解

明に役立てば幸いです。	 （J.K.）
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【お詫びと訂正】
季刊社会保障研究第49巻第3号の裏表紙の英語表記について誤りがありましたので，お詫びし訂正いたします。
Articles

The Effect of Introducing Prevention Benefits on Changes in Care Levels of Support-level 1 Care Receivers

【誤】MICHIO YUDA, YASUSHI IWAMOTO, WATARU SUZUKI and RYOKO MOROZUMI

【正】MICHIO YUDA, WATARU SUZUKI, RYOKO MOROZUMI and YASUSHI IWAMOTO
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